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立
春
が
過
ぎ
た
暖
い
あ
る
休
日
、
娘
一
家
と
房
総
半
島
へ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
。
最
近
、
乗
り
鉄
に

は
ま
っ
て
い
る
中
３
の
孫
が
い
す
み
鉄
道
の
古
い
車
両
に
乗
り
に
行
く
と
い
う
の
に
誘
わ
れ
る
。 

い
す
み
（
夷
隅
）
は
房
総
丘
陵
の
東
南
部
、
夷
隅
川
中
流
域
に
広
が
る
穀
倉
地
帯
。
難
読
の
地
名

は
日
本
書
紀
の
伊
甚
（
い
じ
み
）
に
よ
る
と
い
う
。 

圏
央
道
を
市
原
舞
鶴
Ｉ
Ｃ
で
下
り
、
大
多
喜
街
道
を
南
下
す
る
。
道
路
沿
い
に
ゴ
ル
フ
場
の
看
板

が
立
ち
並
ぶ
。
さ
す
が
ゴ
ル
フ
場
銀
座
の
異
名
が
あ
る
房
総
半
島
。
山
あ
い
に
散
在
す
る
谷
内
（
や

と
）
に
広
が
る
田
圃
、
杉
木
立
や
竹
林
に
囲
ま
れ
た
陽
だ
ま
り
に
建
つ
民
家…

里
山
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
大
多
喜
へ
。 

い
す
み
鉄
道
は
、
半
島
内
陸
部
の
上
総
中
野
か
ら
外
房
の
大
原
ま
で
を
結
ぶ
三
セ
ク
の
鉄
道
。
沿

線
人
口
の
減
少
な
ど
で
経
営
が
苦
し
く
、
内
房
の
五
井
か
ら
上
総
中
野
ま
で
の
路
線
を
持
つ
小
湊
鉄

道
と
連
携
し
、
半
島
横
断
の
夜
行
列
車
や
ワ
イ
ン
列
車
な
ど
の
運
行
、
Ｊ
Ｒ
払
い
下
げ
車
両
の
導

入
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
増
収
に
努
力
し
て
い
る
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
鉄
道
マ
ニ
ア

の
関
心
を
集
め
て
い
る
。 

看
板
だ
っ
た
２
両
編
成
急
行
（ 

キ
ハ
２
８ 

２
３
６
４
）
は
、
老
朽
化
の
た
め
昨
年
秋
に
運
行

を
終
え
た
。
代
わ
り
に
二
月
の
休
日
に
運
行
す
る
キ
ハ
５
２
の
急
行
に
乗
る
と
い
う
。
大
多
喜
駅
で

「
い
す
み
鉄
道
一
日
フ
リ
ー
乗
車
券-

１
５
０
０
円
」
を
求
め
る
。 

キ
ハ
５
２
は
１
９
６
４
年
製
の
気
動
車
。
天
井
に
大
き
な
首
振
り
扇
風
機
。
上
下
に
開
閉
す
る

窓
。
窓
の
下
部
に
灰
皿
を
留
め
た
跡
と
固
定
さ
れ
た
栓
抜
き
が
残
っ
て
い
る
。
国
鉄
時
代
は
長
野
県

の
大
糸
線
に
配
置
さ
れ
、
松
本
、
穂
高
、
大
町
、
白
馬
な
ど
安
曇
野
を
走
っ
て
い
た
。
車
内
に
「
欧

風
列
車
と
野
沢
温
泉
」
の
半
世
紀
前
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。 

大
原
行
き
急
行
キ
ハ
５
２
は
乗
客
６
人
を
乗
せ
て
大
多
喜
を
発
車
、
女
性
車
掌
の
沿
線
ガ
イ
ド
が

始
ま
る
。
「
こ
の
あ
た
り
は
千
葉
県
有
数
の
コ
メ
の
産
地
で
す
。
こ
こ
で
採
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
ど

う
ぞ
」
、
「
大
原
名
物
国
吉
の
タ
コ
弁
当
は
、
地
元
の
い
す
み
鉄
道
応
援
団
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
て

い
ま
す
」 

 

キ
ハ
５
２
は
、
山
あ
い
に
広
が
る
集
落
と
田
圃
を
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
走
り
、
癒
し
の
鉄
道
旅
と
な

っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


